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10/30 カラスウリ 

いちはら粘菌の会

 

問い合わせ先 

 080-5460-5775(中村)  

 090-7230-4847(佐藤) 

090-2476-1361(石井) 

☆行事等は変更になることも、あります 

☆粘菌交流館住所 市原市東国吉 495 

       いちはら粘菌の会 

 「温暖化の時代ではなく、地球沸騰化と

なった」と、7/27国連のリーダーがその

危機感を発表しました。 

ハワイ、マウイ島の火災、北海道全域の熱

中症アラートの発表、連日 35℃の猛暑が

続くこの夏を、私たちも無事過ごせるこ

とを願いながらの日々が続いています。 

思いがけない旅先での仲間からの粘菌

発見の知らせがありました。どの地に出

かけても、自然の神秘や驚き、感動に出会

えることは何より嬉しいものです。戦い

や対立ではなく、美しい地球を一刻も速

く守りたいものです。 

 

新発見!  7/25 

シロジクモジホコリ 

全国高校野球 

慶応(神奈川)優勝 !! 

107年ぶり２度目 

Mさん母と娘さんの大発見!! 

・クダホコリ(写真上) 

・黄色 ? (写真右) 

～これもそうだょね～ 

親子の会話から) 

上高地(長野県)の林の倒木で 

7/24  PM12:45 

☆猛暑の夏でも、こんな素敵な 

出会いがあったのですね!! 

9月 10日(日) 10:00～11:45 

    粘菌観察会 八幡
はちまん

神社
じんじゃ

境内(東国吉地区)  

・歴史について(榎本) 

   ・粘菌観察 

  集合場所  粘菌交流館駐車場(東国吉)  9:50 

     ☆交流館裏山の頂上に、神社はあります。 

    (階段に弱い方は別ルートにて案内) 

10月 8日(日) 10:00～11:45 

    秋の粘菌観察会  

☆詳細は近日中に別紙にて案内します。 

行事予定 

「らんまん」8/14 TV放映画像より 

はじめて藤丸さんの論文で「変形菌」の 

言葉が使われた……。 

  実在のモデルは田中延次郎と。菌類学者 

南方熊楠と牧野富太郎の交流 
―植物分類学の夜明け― 

 二人はほぼ同時期に活躍。たくさんさんの共通点…語学

に堪能、数多くの植物の標本を残し、日本の植物分類学の

礎となった。標本について、書簡でのやりとりはあったが、

二人が対面をしたことはなかったという。 

  南方熊楠記念館(和歌山県白浜町)の資料提供より 

 

ギラギラ照り付ける太陽の下 

 乾燥状態のススホコリ(同種) 


